
平成 8 年(1996 年)に発足した宝塚市末成小学校地

域まちづくり協議会は今年で 31 年目を迎えます。 

まちづくりは、地域住民が主体となって行う持続的

な活動です。この 30 年間で地域の様子が大きく変わ

りました。これまでのまちづくりを支えてくださった

方も年々減少しています。地域住民が一緒に、これか

らの 10 年・20 年・30 年先の地域社会はどのように

なるかを予想し、いま必要な行動はなにかを考え、そ

れらを実行していかなければ、地域社会は衰退します。 

今年度から、この地域のまちづくりの後期計画がス

タートします。持続可能な地域社会をつくるためには、

次世代の人々が地域社会に関心を持ち参加し、そして

次の世代の人々につなげていくことが必要です。若い

世代の参加をお願いします。（加藤 富三） 
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4 月 12 日に監査が終わりました 7 年度の決算を

報告します。収入につきましては、市税・社協会費・

募金・自治会費などが財源となっております。 

皆様方のご協力に感謝申し上げます。 

御所川（ごんじょがわ）は、宝塚市の福井町・亀井町

の間と光明町・末成町の間を北から南に流れています。 

昔々、宝塚市は天領（天皇陵）で、御所川は天皇御所

の為に造られた川で、武庫川から引かれた運河だった

そうです。市内の蔵人､高司､鹿塩､御幸町､御所の前な

どの地名は全てそのなごりです 

孝徳天皇が湯治の為有馬温泉に行幸されるのには、

難波の宮から海路を尼崎港に渡り､瀬戸内海を支配す

る大豪族や幾多の家臣を率いて､国の中枢を有馬に運

んで執務される為の大移動をなさいます。その途中天

皇は、武庫川を上り運河としての御所川に進んで､御所に赴かれます。昔の御所川は川幅も広く､両側の館から

川に階段が付いていて、荷物の上げ下ろしをしたのだそうです。御所川には、いまも鯉がいますが、一時は宝

塚ファミリーランドや弁天池から頂いたきれいな鯉も泳いでいました。そのような御所川は地域の宝です。 

光明地域まちづくり協議会（光明地域コミュニティ）と末成小学校地域まちづくり協議会（コミュニティすえ

なり）は令和 8年 3 月 14 日（土）8 時から御所川の清掃を行いました。清掃には、ふたつのまちづくり協議

会と地域にある「ななくさ育成園」「ななくさ厚生院」から 40 名の方が参加されました。御所川の壁面の草木

は 2 月に業者の方によって除去されましたが、川には、家庭ごみやペットボ

トル、かん、びん、乾電池、ライターなどが落ちています。当日は、それら

を二つのグループに分かれ収集しました。約 1時間の作業でしたが、たくさ

んのごみを収集しました。清掃は、毎年 3 月と 9 月に行います。次は 9 月

19 日（土）8 時から行う予定です。御所川の近くにお住まいの方のご協力

をお願いします。皆さん!! 何よりもごみを捨てないでください。 



4 月 1 日から、①自転車の交通違反に「青切符」が導入され、違反者は反則金を納付することになります。「青

切符」の対象となる自転車の違反は 113 種類あります。その一部をイラストで紹介します。警察官に反則金

を直接支払うことはありませんので注意。飲酒運転は赤切符で刑事手続きの対象となります。 

②自動車等が自転車等の右側を通過する際は、十分な間隔（目安：約 1m）を確保し、必要に応じて減速また

は徐行して安全に通過しなければ違反です。自転車はできるだけ左端を通行しなければ違反です（反則金

5,000 円）。③9 月 1 日からですが、生活道路の法定速度が時速 30km 以下に引き下げられます。自動車を

運転される方は、歩行者や自転車の安全を守るため、中央線のない狭い道路では速度を抑えてください。 

 

 

道路交通法 一部改正のポイント 



『南海トラフ地震に向けて』    薬剤師 奥田 徳子 

1995 年に起きた阪神・淡路大震災から 31 年が過ぎました。私自身

も災害医療に携わる様になって 30 年以上経ちます。そして今春、東日

本大震災から 15 年という節目を迎えました。発災当時は 1 年間に 10

回以上も東北支援に伺いました。そして発災 1年後から、東北現地での

集合医療研修を始めたのです。これまでの参加者は、全国で医療・介護・

福祉を学ぶ学生やその教鞭を取る大学教員、行政者、社協、現場実務者、

医療支援経験者等が中心でしたが、参加したいと願う方がいらっしゃれば極力受け入れ、共に学ぶ場として継

続して来たささやかな会です。で、先日も開催致しましたので、今回はその実録を。  

回ったのは宮城県の石巻・女川・雄勝です。当時、石巻市は障がい者

や要介護の高齢者を集めた福祉避難所を設けており、私はそこに何度か

長期滞在医療支援に伺っていました。沿岸部にあった門脇小学校。津波

と火災で壊滅的被害を受け、今は震災遺構として保存されています。多

くの児童・教師が亡くなり、事前プロトコルの不備から「人災なのでは」

と裁判になった大川小学校。80～100 歳代の患者が大半だった雄勝病

院。病院の全スタッフ総出で入院患者を病院の屋上まで担ぎ上げたの

に、それ以上の高さの津波に患者・医療者が皆さらわれてしまった。 

我が子を失った小学校教師が今考える「生きていくために必要な教育とは」、人口減少超高齢社会が作るべ

き「身の丈に合った都市計画とは」「そこに必要十分な地域医療提供の形とは」。現地視察を経て、医学生や

薬学生の中には涙しながら思いを語ってくれる子もいました。 

いずれ来る南海トラフ大地震。あなたは備えられていますか？過去の辛い経験から授かった貴重な教訓は、

次への備えに活かされ進化して行かなければなりません。大きな自然災害の中で 1 人でも多くの命を救うには

まず、各々が自分自身の命を守る行動を取らなければならないのです。それには日頃の意識と備えが重要です。

水や電気やガスが使えない環境でも最低 3日は自分で生きていられる備蓄の備えを。持病のある方は薬の備え

を。赤ちゃんがいる家庭では粉ミルクや紙おむつの備えを。何より、自宅や職場の地域で指定されている避難

所の場所や避難経路の把握を。大規模災害時、日中バラバラに過ごす家族にとって必要なのは、「危険地域に

探しに行く」事ではなく「有事の際にはここで集まる」という場所を家庭内で決めておく事です。 

災害大国ニッポン。有事の際に「まさかこんな事になるなんて考えてもみなかった」と泣くのではなく、平

時のうちにたくさん考え備えておきましょう。その上でなお、想定外のことも起きるのですから。 

 

健康てらこや 


